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－チンゲンサイなど幅の広い葉柄を計測する方法－

成果の特徴
• 硝酸イオンは肥料などから野菜に吸収されるが、血圧低下、食味、メトヘモグロ
ビン血症発生などとの関連が一部で指摘

• 紫外分光法を用いる葉菜類葉柄中硝酸イオン濃度の非破壊計測法を開発
• 紫外光域には、電子遷移による硝酸イオンの吸収帯があるので、この吸収に基づ
いた科学的な非破壊計測

• 大型試料の全体を計測することは困難なため、試料の特定の部位を計測する方法
成果の内容

300～400 nmの紫外光を光ファイバーを用いて試料の特定部位に照射して光吸収
スペクトルを非破壊計測し、データ解析法として多変量解析を適用しています。

想定される用途・連携希望先
葉菜類の生産や流通での利用が想定されます。
非破壊計測装置の販売(企業)や硝酸イオン濃度の表示(生産者) との連携を希望。
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